
▼
会
長
＝
小
林
浩

▼
副
会
長
＝
河
渡
正
暁
、
平
川
治
、
北

　

野
興
策

▼
理
事
＝
銅
島
大
衍
、
櫻
井
哲
、
泉
孝

　

一
、
尾
崎
和
廣
、
北
平
真
由
美
、
小

　

瀬
勝
亮
、
洲
岬
孝
雄
、
鈴
木
栄
子
、

　

谷
口
津
弥
子
、
寺
地
勇
雄
、
日
野
貢

▼
監
事
＝
京
極
範
子
、
田
中
豊
一

▼
評
議
員
＝
鍋
島
道
雄
、
水
谷
幸
子
、

　

中
村
重
信
、
野
畑
国
久
、
加
藤
妙
子
、

　

殿
垣
幸
子
、
澤
木
正
子
、
小
林
伸

　

子
、
元
田
勉
、
中
田
真
理
、
中
田

　

裕
一
、
谷
口
裕
和
、
大
門
孝
蔵
、
下

　

畑
華
照
、
下
仲
幸
子
、
浅
野
晶
子
、

　

中
林
利
数
、
安
藤
桂
、　

堀
口
潤
子
、

　

石
原
里
実
、
直
井
隆
義
、
和
仁
智
美
、

　

松
井
修
、
谷
口
将
騎　
　
（
順
不
同
）

（一社）高山市文化協会 新役員

　

戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
四
年

二
月
「
高
山
市
文
化
協
会
」
が
設

立
さ
れ
、
以
来
六
十
四
年
、
幾
つ

か
の
大
き
な
転
機
を
乗
り
越
え
、

本
年
四
月
「
一
般
社
団
法
人　

高

山
市
文
化
協
会
」
と
改
正
し
、
社

会
的
な
地
位
を
更
に
確
立
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
基
盤
も
確
固
た
る

も
の
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
長
い
歴
史
と
経
験
を
重
ね

て
き
た
高
山
市
文
化
協
会
は
、
飛

騨
高
山
の
地
元
に
息
づ
い
た
伝
統

文
化
と
、
新
し
い
文
化
を
融
合
さ

せ
、
更
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
顕
著
な
普
遍
的

価
値
を
も
っ
た
文
化
財
、
飛
騨
匠

の
技
の
結
晶
と
も
い
え
る「
高
山
祭

り
と
屋
台
行
事
」
を
、
ユ
ネ
ス
コ

無
形
遺
産
に
登
録
す
る
活
動
を
引

き
続
き
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
文
化
活
動
の
拠
点
で
あ
る

市
民
文
化
会
館
は
、
築
後
三
十
年

を
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
協
会
は
先
に
高
山
市

に
対
し
、
新
し
い
文
化
会
館
の
建

設
に
向
け
て
、
第
八
次
総
合
計
画

に
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う
要
望
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
実
現
に
向
け

市
民
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
、
活

動
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

高
山
市
内
に
は
、
中
央
や
郷
土

に
お
い
て
、
優
れ
た
業
績
を
残
さ

れ
た
文
学
者
、
芸
術
家
が
多
数
お

ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
の
功

績
を
紹
介
し
顕
彰
す
る
こ
と
も
、

当
協
会
の
責
務
で
あ
り
、
文
化
性

の
高
さ
を
示
す
重
要
な
事
業
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
年
高
山
市
は
「
飛
騨
高

山
文
化
芸
術
祭
こ
だ
ま
～
れ

２
０
１
３
」
と
し
て
、
三
年
に
一

度
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
中
で
す
。

将
来
、
高
山
市
に
質
と
と
も
に
品

格
の
高
い
文
化
が
定
着
す
る
た
め

に
、
当
協
会
は
こ
の
事
業
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
様
の
身

近
な
文
化
協
会
で
あ
る
た
め
に
、

各
層
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
、
高
山
市
の
文
化
振
興
に
今
何

が
必
要
な
の
か
を
、
真
剣
に
考
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
改
選
期
に
あ
た
り
、

今
日
の
高
山
市
文
化
協
会
を
築
き

育
て
ら
れ
た
歴
代
会
長
の
後
、
浅

学
菲
才
の
不
肖
私
が
高
山
市
文
化

協
会
会
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
を
始
め

と
す
る
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

得
な
が
ら
、
更
に
充
実
し
た
「
一

般
社
団
法
人　

高
山
市
文
化
協

会
」
へ
と
発
展
さ
せ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
か
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
　
高
山
市
文
化
協
会
　
　
　
会
長
　
小
林
　
浩

一
般
社
団
法
人　

高
山
市
文
化
協
会 

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

め
ざ
す
も
の
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「
岡
目
一
目
」

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
３

　
　

芸
能
と
文
化
展 

開
催

　

か
つ
て
高
山
は
フ
ィ
ル
ム
会

社
に
と
っ
て
ド
ル
箱
で
あ
っ

た
。
ど
こ
を
写
し
て
も
絵
に
な

る
か
ら
、
観
光
客
は
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
ま
く
る
。

　

今
で
も
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
人

で
い
っ
ぱ
い
だ
が
、
一
枚
パ
チ

リ
の
「
写
真
」
よ
り
、
ビ
デ
オ

な
ど
の
「
映
像
」
の
方
が
多
い

よ
う
な
気
が
す
る
。

　

映
像
の
場
合
は
向
か
い
合
う

目
線
と
い
う
こ
と
が
大
事
に
な

る
。
話
し
て
い
る
人
と
聴
い
て

い
る
人
の
目
線
が
同
じ
方
向
で

は
、
ど
っ
ち
が
ど
っ
ち
だ
か
分

か
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
を
業
界

用
語
で
は
「
テ
レ
コ
」
と
言
う
。

　

例
え
ば
野
球
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー

と
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
の
目
線
が
同

じ
方
向
で
は
、
敵
味
方
の
区
別

で
き
な
い
「
テ
レ
コ
」
に
な
る
。

　

撮
る
人
の
立
ち
位
置
が
問
題

に
な
る
。
難
し
く
言
え
ば
、
エ

イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
モ
ン
タ

ー
ジ
ュ
理
論
て
な
こ
と
に
な
る

が
、
身
近
に
分
か
り
易
い
手
本

が
あ
る
。
落
語
で
あ
る
。

落
語
家
は
首
を
左
に
向
け

る
か
右
に
向
け
る
か
で
、
向
か

い
合
う
二
人
の
人
間
を
同
時
に

演
じ
分
け
て
見
せ
る
。
一
人
二

役
。

　

お
ジ
イ
ち
ゃ
ん
と
孫
の
目
線

を
合
わ
せ
る
だ
け
で
良
い
映
像

に
な
る
。
何
事
も
お
互
い
に
そ

っ
ぽ
向
い
て
は
ダ
メ
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

［
池
坊
斐
太
支
部 

い
け
ば
な
池
坊
展

～
花
…
夢
と
希
望
を
の
せ
て
～
］

◇
日
時　

六
月
十
五
日（
土
）・
十
六

日（
日
）　

午
前
十
時
～
午
後
五
時

◇
場
所　

文
化
会
館
三
階
講
堂

［
飛
騨
吟
剣
詩
舞
連
合
会
発
表
会
］

◇
日
時　

六
月
十
五
日
（
土
）　

午
前
九
時
三
十
分
～

◇
場
所　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

［
飛
騨
高
山
・
日
本
の
太
鼓
頂
上

響
演
］（
主
催　

童
心
）

◇
日
時　

六
月
十
六
日
（
日
） 　

午
後
一
時
～

◇
場
所　

飛
騨
セ
ン
タ
ー

［
光
記
念
館　

展
示
案
内
］

「
能
と
世
界
の
仮
面
展
」

◇
日
時　

六
月
十
三
日
（
木
）
～

九
月
八
日
（
日
）

「
飛
騨
地
方
の
火
山
展
」

◇
日
時　

十
二
月
十
日（
火
）ま
で

開
催
中

今
年
も
歌
会
始
の
勅
題
「
立
」

を
テ
ー
マ
に
「
高
山
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
３
」を
開
催
し
ま
す
。

芸
能
と
文
化
展
の
二
部
門
で
、

各
団
体
が
一
年
間
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
高
山
の
文
化
の
底
力

を
感
じ
る
こ
と
の
出
来
る
催
し
で

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

 

芸
能
の
部

第
一
部
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

日
時　

六
月
一
日（
土
）午
後
六
時
～

長
唄
、
民
謡
、
舞
踊
、
邦
楽
な
ど

第
二
部
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

日
時　

六
月
二
日（
日
）午
後
一
時
～

邦
楽
、洋
楽
、モ
ダ
ン
バ
レ
エ
な
ど

 

文
化
展

文
化
会
館
　
各
展
示
会
場
に
て

日
時　

六
月
一
日
（
土
）　

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
五
時

六
月
二
日
（
日
）　

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

写
真
、
木

版
画
、
書

道
、生
花
、

フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
、

盆
栽
、
飾

物
、和
装
、

人
形
、
俳

句
、
短
歌

な
ど


